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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は高血圧患者40例を対象とした後ろ向き研究であり、イルベサルタン投与前と投

与３ヶ月後の血清尿酸値、尿中尿酸値、血清クレアチニン値、尿中クレアチニン値、尿酸

クリアランス値、クレアチニンクリアランス値、尿中尿酸/クレアチニン比、尿酸クリアラ

ンス/クレアチニンクリアランス比の測定結果から、イルベサルタンの血圧及び尿酸代謝に

及ぼすイルベサルタンの影響を検討したものである。その結果、イルベサルタンは尿酸排

泄を改善し、排泄低下群では尿酸分泌を低下させたが非排泄低下群では尿酸排泄に影響を

与えなかったこと、高尿酸血症患者ではイルベサルタンは尿酸排泄に影響を与えなかった

が尿酸産生に影響を与えた可能性があることが判明した。本論文の内容は、生活習慣病領

域を含めた血管不全の分野で、血圧及び尿酸代謝に対するイルベサルタンの有用性を示唆

するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


